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特別支援学級担任者の継続的な養成・研修システムの開発に関する研究   










































































【平成 29 年 11 月 25 日（土）】
９:00～９:15 開会 オリエンテーション
９:15～10:45 実践報告 特別支援学級（知的障害）における生活単元学習の実際
          「かかわりあいを育み，楽しさ・喜びのある生活単元学習」





           「東雲小学校特別支援学級における交流及び共同学習の基本的な
考えと実践」
           広島大学附属東雲小学校 教諭 梶山 雅司
13:30～14:45 協議・実践交流１ 特別支援学級の学級経営・授業づくり（教科等を合わ 
せた授業）
           京都教育大学附属京都小中学校 教諭 藤村 彰
           広島大学附属東雲小学校    教諭 梶山 雅司
           広島大学附属東雲小学校    教諭 城 一樹
           広島大学附属東雲小学校    教諭 高橋 望
広島大学附属東雲小学校    教諭 髙阪 英徳
15:00～16:10 実践報告 特別支援学級（知的障害）における自立活動の指導の実際
           「児童の意欲を大切にした自立活動の指導」
           広島大学附属東雲小学校 教諭 高橋 望
16:20～16:30 まとめ 広島大学大学院教育学研究科 准教授 竹林地 毅
【平成 29 年 11 月 26 日（日）】
９:00～９:15 開会 オリエンテーション
９:15～10:30 実践報告 特別支援学級（知的障害）における教科別の指導の授業の実際
          「絵本や紙芝居を使ってのことばの授業」
          奈良教育大学附属小学校 教諭 猪澤 由起子
10:30～12:00 実践報告 特別支援学級（知的障害）におけるあそびの授業の実際
           「あそびの授業化について」         
奈良教育大学附属小学校 教諭 佐野 直樹
13:00～15:00 協議・実践交流２ 特別支援学級（知的障害）の学級経営・授業づくり（教  
科別の指導等）
           京都教育大学附属京都小中学校 教諭 藤村 彰
奈良教育大学附属小学校    教諭 猪澤 由起子
奈良教育大学附属小学校    教諭 佐野 直樹
広島大学附属東雲小学校    教諭 梶山 雅司
           広島大学附属東雲小学校    教諭 城 一樹
           広島大学附属東雲小学校    教諭 高橋 望
広島大学附属東雲小学校    教諭 髙阪 英徳
15:15～16:00 演習 特別支援学級（知的障害）における「かず」の指導
           「知的障害のある児童生徒の算数・数学の指導」
           広島大学大学院教育学研究科 准教授 竹林地 毅
16:00～16:20 まとめ  広島大学大学院教育学研究科 准教授 竹林地 毅
（６）受講者：小学校特別支援学級担任者 27 名 中学校特別支援学級担任者 １名
特別支援学校教諭 ２名 大学生・大学院生 ５名
                         
２．受講者アンケート（直後）の結果









小学校特別支援学級担任 22  
中学校特別支援学級担任 1  
特別支援学校教諭 2  
大学生・大学院生 5  
 
 （２）回答者の年齢：20 代と 40 代以上が多く，30 代が少なかった（7DEOH２）。

7DEOH２回答者の年齢の内訳







と 26 年以上が多く，６年から 25 年が少なかった（7DEOH３）。
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    7DEOH６ 研修を通じて実行可能性が高まったと受講者が感じた項目













































                          
（８）今後の実践に最も活かすことができると思った内容：今後の実践に最も活かすこと  
ができると思った内容を つ記述することを求め，記述された内容を分類した。次の  
①から⑤の分類名の後の括弧内は記述数を示す。





















































  ③児童理解（２）：知的障害のある自閉症の児童の特性 等。
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